
◆
議
第
６
号

　

高
山
市
行
政
組
織
条
例
の

　

一
部
改
正（
ブ
ラ
ン
ド
・

　

海
外
戦
略
部
を
新
設
）

問
組
織
改
正
に
至
っ
た
背

景
は
。

答
各
課
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
て
い
た
販
路
拡
大
事
業

等
を
一
本
化
し
、
役
割
分

担
を
明
確
化
す
る
。

問
新
し
い
部
の
職
員
体
制

は
。

答
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
は
課

長
以
下
４
人
、
海
外
戦
略

課
は
課
長
以
下
７
人
、
東

京
事
務
所
は
管
理
職
１
人

と
派
遣
職
員
で
、
部
長
を

含
め
14
人
体
制
を
想
定
し

て
い
る
。

問
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答
今
以
上
の
販
路
拡
大
へ

の
取
り
組
み
や
情
報
発
信

・
情
報
収
集
等
に
効
果
が

あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
は
。

答
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
を
策
定
す
る
。
既
存
・

新
規
の
事
業
を
重
ね
あ
わ

せ
て
い
き
た
い
。

問
東
京
事
務
所
の
役
割
は
。

答
首
都
圏
や
海
外
等
へ
の

情
報
発
信
と
販
路
開
拓
、

民
間
や
国
等
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
収
集
な
ど
を
行

っ
て
い
く
。

問
メ
イ
ド
イ
ン
飛
騨
高
山

認
証
制
度
の
内
容
は
。

答
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら

だ
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
信
頼

を
得
る
た
め
の
基
準
等
を

関
係
機
関
と
と
も
に
構
築

し
た
い
。

◆
議
第
９
号

　

高
山
市
職
員
の
退
職
手

　

当
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正（
退
職
勧
奨
制
度

　

を
廃
止
し
、
早
期
退
職

　

募
集
制
度
を
創
設
）

問
勧
奨
制
度
と
募
集
制
度

の
違
い
は
。

答
対
象
職
員
に
一
斉
に
勧

奨
す
る
の
で
は
な
く
、
組

織
・
職
員
の
年
齢
構
成
を

踏
ま
え
自
主
退
職
者
を
募

集
す
る
も
の
で
、
状
況
に

よ
り
募
集
し
な
い
場
合
も

あ
る
。

問
勧
奨
制
度
の
実
績
と
改

正
後
の
見
込
み
は
。

答
平
成
17
年
度
か
ら
25
年

度
ま
で
に
３
１
４
名
が
利

用
し
た
。
改
正
後
の
見
込

み
は
不
明
で
あ
る
。

◆
議
第
13
号
・
34
号

　

高
山
市
立
保
育
園
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

　

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

　

(

高
山
市
立
こ
く
ふ
保
育

　

園
）

問
移
譲
後
に
お
け
る
高
山

市
の
関
与
は
。

答
保
育
の
責
務
は
市
に
あ

り
、移
譲
後
も
責
任
を
持
っ

て
対
応
す
る
。

問
給
食
の
実
施
方
法
は
。

答
自
園
調
理
と
な
る
が
、

地
産
地
消
に
努
め
て
い
た

だ
く
。

問
今
後
の
保
育
園
整
備
計

画
は
。

答
岡
本
保
育
園
を
除
く
各

保
育
園
は
、
移
譲
を
推
進

す
る
方
針
に
変
更
は
な
い
。

◆
議
第
15
号

　

高
山
市
介
護
保
険
条
例

　

の
一
部
改
正（
介
護
保
険

　

料
の
改
定
等
）

問
保
険
料
基
準
月
額
が
１

月
に
示
さ
れ
た
試
算
よ
り

低
く
な
っ
た
要
因
は
。

答
国
の
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
が
確
定
し
た
こ
と
と
、

５
億
円
の
基
金
を
活
用
し

た
こ
と
に
よ
る
。

問
保
険
料
基
準
月
額
５
，

４
５
０
円
は
全
国
的
に
見

て
ど
う
な
の
か
。

答
国
か
ら
全
国
平
均
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
報
道

で
は
平
均
５
，５
５
０
円
と

言
わ
れ
て
い
る
。

問
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
各
地
域
に
お
い
て
説
明

会
を
実
施
す
る
。

問
介
護
保
険
料
の
上
昇
を

抑
え
る
た
め
介
護
予
防
事

業
が
重
要
だ
が
、
新
規
事

業
の
展
開
は
。

答
個
人
に
あ
わ
せ
た
適
切

な
支
援
が
行
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

◆
議
第
19
号

　

高
山
市
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を

　

定
め
る
条
例（
介
護
保
険

　

法
改
正
に
伴
い
基
準
を

　

定
め
る
た
め
に
制
定
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
平
成
27
年
度
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

さ
れ
る
が
、
委
託
後
の
市

の
関
わ
り
は
。

答
市
は
運
営
方
針
を
示
し
、

指
導
監
督
を
行
う
。

問
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
相

談
窓
口
の
職
員
体
制
は
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
が
本
庁
６
人

各
支
所
１
人
の
15
人
、
障

が
い
担
当
が
1
人
、
そ
の

他
の
相
談
担
当
が
３
人
で

あ
る
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
の
概
要

は
。

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
公
平
公
正
か
つ
中

立
な
運
営
の
監
視
や
予
防

プ
ラ
ン
の
審
査
を
行
う
。

総務厚生
委 員 会

　

高
次
脳
機
能
障
害
と

は
、
脳
梗
塞
・
脳
外
傷
・

低
酸
素
脳
症
・
脳
腫
瘍
な

ど
に
よ
り
、
障
が
い
が

残
り
日
常
に
お
い
て
生
活

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

障
が
い
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。

　

こ
の「
見
え
な
い
障
が

い
」
に
よ
り
、
社
会
に
適

応
で
き
な
い
方
々
の
存
在

は
十
分
理
解
さ
れ
て
お
ら

ず
、
国
は
障
が
い
者
と
し

て
行
政
支
援
の
対
象
と
す

る
方
針
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
の
が
実

情
で
す
。

　

高
山
市
に
お
い
て
も
は

家
族
会「
う
ぐ
い
す
」が
で

き
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
こ

の
障
が
い
で
苦
し
ん
で
い

る
方
、
ご
家
族
の
方
の
声

を
お
聞
き
し
、
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
勉
強
会
や

リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
が
い 

に
つ
い
て

付
託
議
案
の
審
査

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、

総
務
厚
生
委
員
会
に
は
17

件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
主
な
議
案
と
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こくふ保育園

　

平
成
27
年
１
月
30
日
に
、

高
次
脳
機
能
障
が
い
の
周

知
に
つ
い
て
家
族
会
か
ら

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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